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ア ジア4ヶ 国 にお け る住 意識 の比 較 検 討

一 日本 ・韓国 ・台湾 ・タイの民間集合住宅居住者について一
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      Public Research of Urban Housing Development in Modern Society 

-Comparative survey analysis based on residential housing complexes, in  Japan. Korea, Taiwan and Thailand— 

        Chiming CHU*, Hiroaki TERASAKI** and  %'oshinobu  KIKUCHI** 

                            (Received February 8, 2013) 

     In this study, we paid attention to the  "multi-housing complex" developments in  Osaka,  Japan, 

 Taipei, Taiwan, Busan, Korea, and Bangkok,  Thailand_  in these  cities,  the  "multi-housing 

   complex" is the most major type of residential  development. The purpose of this research is to 

   examine how residents  from these types of urban housing developments have selected their 

   primary residence, and to determine the underlying factors involved in the selection process of 
   being part of those residential communities in these four countries. 

   Key  Wonis multi-family  housing, Consciousness, Osaka City, Pusan City, Taipei  City, Bangkok  City

1.研 究の 目的 と方法

人々の生活 と空問との対応関係を主要な検討テー

マとする建築言←澗学において、空間に対する人々の

考え方や価僅観(住 意識や住居観)を 把梶することも

重要な研究課題である、しかL、 欧米化が主 口標 と

されてきたアジア諸国においては、各国独i善の住意

識 ・性居観の研究やアジア諸国問の比較研究は十分

とは言い難い。

そこで本論文では、東アジアの 日本 ・韓国'奮 湾

に東南アジアの タイを加えた4ヶ 国の民間マンショ

ン居住者の住意織を、岡一様式のアンケー ト用紙に

よって把握L、 その結果を比較分析することを伺的

とする。

調査対象 とした・1ヶ国の調査対象都市、調査期間、

対象母1地および対象戸数等は表1に 示すとお りであ

り、総配布数800件 に対して695件 の有効圓収(回 収

率 呂6.9%)を 得 てい る。

　住意識の分析項 目については、表2に 示す よ うに、

「基本項 口(住 履 につい ての基本的 な価値観) .とL

て7項 目(副 ～呂7)、　 「近 隣項 目(近 隣の環境や 人間 関

係 についての 考え方)」 として4項 目(bl～b4)、1室

内項 口(室 内空間の設計や使 い方 にっ いての 考え

方)」 としてε項Fl(。1～{刷 を取 り上げ、それぞれ対

立す る左宥2項 の回箸か ら構成 され る物指 し(左 項 、

やや左項、どち らと もい えない、やや右 項、右項 の5

段階の物指 し).上二での位 置を質 問 した。 なお 、左右2

項の回警本文 と略称 は表2に 示す とお りである。

a　 調査対象団地と回答者概要
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　調査対象団 地 と回箒 者の概要 を4ヶ 圏別 に示 した

ものが図1で ある。韓国 につ いては、団地規模や住

戸規模が 大 きく、購入 層 〔とくに新築購 入層)の 割合

が際 立って高 く、経 済階層 も高い,、ただ し、家族人

数はむ しろ少 な 口となっている。

　韓国 と対極 的性 格をみせ てい るのが1ヨ本 と タイ で

あ り、規模が 小 さな賃貸層の割 合や若母齢層の割合

が高 い。 また 、 タイでは家族 人数4人 以 上の単親や

三 世代i止帯の割 合が槽 対1≒勺に高 くなっている。
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表1調 査対象と調査菓の配布回収状況
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表2偉 意識の分析項目

設 問 項 日

回 答 左 項01回 答 右 項 口

本 文 晦 称1略 称 】 本 文

埜

本

項

闘

al.持 家畳所 由由に姉みの家を作れ看
噛
向由設計 財羅価値】 財竜とLて の価値である

且2一按賢姓脚 櫨上が 凸,は気にLて いない1撰 資 不問 投資指向1将 来高く売九モうな住宅を翼いたい

繍.住 宅様式 住宅は磁 的紗 イ'ゆ ものが渦 ・1鰍 榊 現代欄1住 宅はモダン男クイ'繭芯 のがよい

窟4.集住形式 一芦建て住宅のほうが住みや†い1戸 慧形式 錐合形式1輿 合住宅のほうが佗みや†い

舶.変 化対応 鞭 融 醐 ヒに雌 倣 噺 型L進 遡麺 圃 享鰍 即 変化に雌 轟 ・一て柵 する
島6.地位表現

門,一..咽.一 一 一一F,

住宅は社会地位を表す ものであ蚤1地 位表出 地位不問1住 宅は判:会地位を表す ものではない
.

肚7.家相性向 住宅の蒙媚が気にしない[家 租ぞ;間 家相重視」 佐宅の寒相が気に寸る

近

隣
項

旧

b1.近 隣 憂 流 近所付き脅いに1瀞1嵯の恥少阻で良い 陳 流下間 聖流指 向1近 所の 人由の付 き介レ・が大切

いい仙裳あれば立地や環境には拘らない1住 宅重幌
¶.門.'一_一.一 一 一一.一 一 一 一一一 一

.

塑}ト 蹴 地襯 欄b2.環 境性向
一 一.一..r-..一.一..一.一_

b尊.撮境要素
←

身近}こ各稲{物都 市的施{設があ 番こと1施 吊ヒ環境

一 一一 一 一 一.一 一 一一 一

自然環境 勘近に亀かな白熊濯あること

b4.共 制牲 向 良い住宅劫れば施股はなくても良い[住 宅重椹 施設 電幌1オ ー プンスベー スや 共同施設が 人切

室

内

項

目

01.設 劇・性 向 外観やデザインよりいい問取暢が大切1闇 堆置視 外観電視1開 取りよギ♪外観亭デザインが大切
門

竜侶.け埴取 性1向 間眼りはゆった靴 たものが良い1余 裕重視 合理礁視1剛 動 は無駄なく鯛 なものが艮い

`㌧3.公私 樹 朗 LDKよ1,も 個室 を繭視 した いi私 室 乱視 公室 雨視1個 寅 よ りもLDKを 唖裡Lた い

。4.公霊形式 LDIく ば閉翻的にほ學 きり分割 したい1閉 鎖指 向

一藤 司
LDK肱 開放的に広くしたい

所

砺,室 内性陶

面.塞 内珊境

出勅 羅 かずに窒間を藤液τ茨 「 「郵間餅
自然 σ)HI照と逝垂風が大切1向 然設備

一

瓢 麟 司 翻 撒 くなっても撒 て固きたい

臓械設備1ニ アコンや人工環境の設割が唯要

蘇.軍 具性向 愛着ものを距く大事に矩い々い 着指御.__座:壷 璽
臓 礼指向

一無 輌[=
、櫛 ・に郁 せモ通い搬 たい一.　

a8,鮒L空 間

一 ～

儒宅内での硅礼鷹問は現代でも寵要

一… 　 F　

儀礼不閤1鰻 礼宙問よやも豪族の口滑生活が大切

台湾は これ らの中間的性格を示すが、高年齢層の

割合が際立って高い点が特徴的である。

以上のように、今回の回答者については国ごとに

階.層的な違いがあり、各国内の'階層間の幅もみ られ

るため、以,下の住意識・の分析においては、 【中間層

(図1の 経済階層の中下層～中上層)1お よび 【持家

層(図1の 入手方法の萩築購入と中古購入)1に 分析

対象を限定.した上で、4ヶ 国の比較を行 うこととし

た。また、購入層 と賃貸層がほぼ半々にみられる日

本とタイについては、購入層 と賃貸層の比較検討 も

行った。

■
3 中聞層の住意識の比較検討

中間層の住意識の結果を4ヶ 国の相対的関係ごと

に集約整理 したものが図2で あるn
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図3持 家層の住意識

該 当項 日数が最 も多いのは 【E(日 本 、タイ 〉韓国 、

台湾)】 の7項 目であ り、鴻 住宅様式 にお ける 「伝

統指 向」 、a4集 住形 式にお ける 「戸 建形式」 、d6

地位表現 にお ける 「地位表 出」、b2環 境性向にお け

る 「侍1宅重視」、b4共 同rTに おける 「住宅重視」、

c3公 私性 向における 「私室重視(非 公室重視)」 、醐

公室形式 にお ける 「閉鎖指 向」の割 合が 日本 とタイ

で高 くな ってお り、両国では環境 や施設 よりも住宅

重視の姿勢 がみ られ る ものの、保 守的で閉鎖的な住

意識の残 存傾 向が伺われ る。なおra3住 宅様式にお

ける 「現代指向」やa4集 住形式 にお ける 「集合形式、

が特に高いのは韓田、b2環 境 性向におけ る 「環境重

視」やb4共 同性 向におけ る 「施設重視」が特に高い

のは台湾で ある0

2番 目に該当項 目数 が多いのは 【F(日 本、台湾 〉

韓[鉱 タイ)】 の4項 日であ り、c2間 取性向 にお け

る 「余裕重視」、面 宰 内環境 における 「自然設備」、

c7家 具性 向における 「愛着指 向」、c8儀 礼空間にお

ける 「儀礼指 向」の割合 が 日本 とuで 高 くな って

お り、両閏で は室 内空聞に対す る愛着や 非合理的指

向の強 さが伺 われ る。なお 、面 室内環境にお ける 「機

械設備」が特 に高いのは タイ であ り、CHp;礼 空間 に

お ける 「儀礼 不問」が特 に高いの は韓園 である。

3番 目に該 当項 目数 が多いのは 【B(韓 国 〉 目本 、

台湾 、タイ)】 の3項 日であ り、al持 家長所 にお け

る 「自由設計」、a5変 化 対応のおける 「住替構 向」、

a境 要素における 「施設環境 」の割合が韓国のみ

高 くな ってお り、上記B、Fの 傾 向 と合 わせて韓国 に

お けるrr理 指 向の強 さが伺われ る。なお 、a5変 化対

応 にお ける 「改修指 向」が特 に高 いのはタイで ある。

続 いて 【A(日 本 〉韓 圏、台湾、 タイ)】 に該 当す

る項 目は、b1近 隣交流 におけ る 「交流不問」 とu5

室 内性 向にお ける 「空間璽視 」 であ り、室内空聞に

対す る愛着 ・非合理性 の高 さの反 面で近隣に対す る

閉鎖性が 日本 で高い ことが、 ここで も確認でき る。

ただ し、a2投 資性 向にお ける 「投資不間」 とa7家
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図6持 家層 と借家層の住意識{基 本頂 目,

相性 向にお け る 「家相 不 問」の2項 凹につ いて は

【B(日本 、韓国 〉台湾、タイ)】 で あ り、この点で は

日本に も韓国 と同程度の合理指 向が伺われ る。

一方
、 ゆ(タ イ 〉日本 、韓国、台湾)】 に示 す よ

うに、。1設 計性向 にお ける 「外観 重視 」は タイにお

いてのみ際 立って 高くな ってい る.

4,持 家層の住意識 の比較検討

図3は 持家層の住意識の結果を図2と 同様に集

約 ・整理 した結果である,4国 間の相対的関係にお

いて、図2と は僅かな差はみ られるものの、基本的

には全く同様の集約結果となっているe

5.持 家層 と借家層の比較(日 本 とタイ)

図4は 持家層 と借家層の階層 を示す。 目本 とタイ

ともに、持家層 は借家層 に比 して経済階層が 高 く、

住戸面積が広 く、家族人 数が多 く(家 族構成 として は

単身 ・夫婦 が少 な く核家族が多い)、 世帯 主年齢 も高

くなってい る.,

図5は 基本項 目にお ける持家層 と借家層の住意識

を示す40本 では、al持 家 長所 における 「財産指向 」、

a2投 資性 向にお け る 「投 資指 向i.aa住 宅様式 にお

ける 「伝統指向 」、24集 住形式 にお ける 「戸建形式」

の割 合が持家層で 高 くなってい るが、タイでは差が

み られないか 、あ るいは逆転傾向(a2投 資性 向)と な

ってい る。一方 、a5変 化 対応やa7家 相性 向につ い
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図7持 家層 と借家層の住意識(室 内項 目)

ては、 日本では差がみられないのに対 して、タイで

は 「住替指向」 「家相不聞」の割合が持家層で高くな

っている。A6地 位表現については、日本 ・タイとも

に差がみ られない。

持家層 と借家層での性格の違いが大きいのは、 貝

本では 臼3住宅様式(持 家層は 「伝統指向」、借家層は

「現代指向」)、タイではa2投 資性向(持 家層は 「投

資不問」、借家層は 「投資指向」)とa5変 化対応(持

家層は 「住替指向」、借家層は 「改修指向」)である.o

図6は 近隣項 目における持家層 と借家層の住意識

を示す。タイでは,bl近 隣交流における「交流指向」、

b2環 境性向における 「環境重視」、b3環 境要素にお

ける 「自然環境」の割合が特家層で高 くなっている

が、 日本では差がみ られないか逆転傾向(b2環 境性

向)と なっている。b4共 同性向については、 日本 ・

タイともに 「施設重視」は持家層の方が高くなって

いるa

椅家層と借家層での性格の違いが大きいのはL目

本のb2環 境性向(持 家層は「住宅重視」、借家層は「環

境重視」)で ある。
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図7は 室 内項 目にお ける持家層 と借家層の住意識

を示す4日 本 ・タイ ともに、。1設計 性向、c4公 室形

式、面 室内性 向の3項 目にっい ては持家層 と借家層

の差はみ られな い、c3公 私性 向、c6室 内環境、C

家具 性向の3x目 については、日本では持 家層 の「公

室重視」 「機械 設備」 「1買替手旨向」 が顕著:に高 くな っ

てい るが、 タイで は差が小 さ くなって いるu

o2間 取性 向につ いては、逆 に タイでは持家 層の

1余裕指 向」が顕著 に高 くなってい るが、 日本で は

差が小 さ くなって いる。一方 、謡 儀礼空間につい て

は、 日本 で は持家層 の 「..礼指 向」が強いのに対 し

て、 タイで は逆転 してい る.

持家層 と借家層 での性格の違 いが大 きいのは 、 貝

本では 。3公私性格(持 家層は 「公霊重視」、借家層は

「私室重視」)とc8f義 穿L空間(持 家層;ま「儀ネL半旨「旬」、

借家層は 「儀礼不問」},タ イで はc2間 取性 向(持 家

層は 「余裕 重視 」、借家層 は 「合理 重視1)とc8礼

空間(日 本 とは逆 にY層 は 「儀礼不問」、借家層は

「儀礼 重視」)で あるu

も国による違いが存在することが推察 される、

今後は各国の住宅事情に関す る統計を把握 しなが

ら、住宅事情を反映 した調査対象の拡大と調査内容

の精緻化が必要であるp
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